
第８学年１組　音楽科 学習指導案 
 

​            日　時　令和７年10月31日（金） 

​         授業者　竹田　瑞葵　 
 

１　題 材 名   各声部の特徴を生かして、曲想の変化を味わいながら歌おう  

　　　　　　　 ～混声三部合唱「時の旅人」～　　 
　　 

２　題材の目標 

・曲想と音楽の構造の関わりについて理解するとともに、創意工夫を生かした音楽表現をするために

必要な歌唱の技能を身に付ける。（知識及び技能） 

・旋律・テクスチュア・構成を知覚し、それらの働きが生み出す特質や雰囲気を感受しながら、知覚

　したことと感受したこととの関わりについて考え、曲にふさわしい歌唱表現を創意工夫する。（思

　考力、判断力、表現力等） 

・曲想と音楽の構造の関わりに関心をもち、音楽活動を楽しみながら主体的・協働的に歌唱の学習　

活動に取り組むとともに、混声三部合唱の響きに親しむ。（学びに向かう力、人間性等） 

　 

３　題材の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

①　　曲想と音楽の構造の関わ

　　　りについて理解してい　

　　　る。 

②　　創意工夫を生かし、全体

　　　の響きや各声部の声など

　　　を聴きながら他者と合わ

　　　せて歌う技能を身に付け

　　　ている。 

　　①旋律・テクスチュア・構成

　　　を知覚し、それらの働きが

　　　生み出す特質や雰囲気を感

　　　受しながら、知覚したこと

　　　と感受したこととの関わり

　　　について考え、曲にふさわ

　　　しい歌唱表現を創意工夫し

　　　ている。 

①音楽活動を楽しみながら主

体的・協働的に歌唱の学習

活動に取り組もうとしてい

る。 

 

４　本時の主張 

　11月20日に開催する学校園音楽会の自由曲として、本学級は「時の旅人」（深田じゅんこ作詞／橋

本祥路作曲）を歌唱する。この楽曲は混声三部合唱で構成されており、ヘ長調の力強いフォルテでユ

ニゾンから始まり、三声へと声部が分かれていく。途中でニ短調になり、ピアノの強弱でアルトが内

省的に語るように歌い、その後声部が重なりながらニ長調に転調し徐々に盛り上がっていく。各声部

が主旋律を受けもちながら主張し続け、最後はト長調で終わる構成となっている。この楽曲は転調が

多い特徴があり、現在・過去・未来へとタイムスリップをしている様子を表現している。また、声部

の役割や曲想が変化をしながら盛り上がっていく。どの声部も重要な役割を担っていると実感するこ

とができ、曲想の変化を感じながら、混声三部合唱に親しむことができる。 

　本時では、曲中で各声部が複雑に絡み合っている箇所において、各声部の役割について各パートで

考えることで、より各声部の役割に着目できるようにする。実際に合唱を行い、生徒が「声が揃って

いるように聴こえない」「どのパートも主張が強い」など各声部の役割があることを実感できるよう

にする。次に、主旋律、副旋律の役割をどの声部が担っているのかについて小グループで考えを深め

ていく。そして、その役割にふさわしい歌い方について吟味し、実際に声に出して歌ったり、自分た

ちの演奏を録音して聴いてみたりするなどして曲にふさわしい歌い方の追究をしていく。この活動が

後の「どのような気持ちで歌いたいのか」「歌詞や曲に込められた思いを伝えるためにはどのように

表現するのか」など、思いや意図を表現の工夫につなげていくための手立てとなるようにする。そし

て、各声部の役割や聴かせどころについて追究した内容を全体で共有し、各パートの役割や歌い方の

工夫を踏まえてどのような合唱にしていくとよいのか考えるきっかけを生み出すようにする。教師

は、主体的かつ協働的な学びに向かうために、生徒同士で自らの変容を感じさせたり、教師の価値づ

けによって「よさ」を実感させたりしながら、よりよいクラス合唱となっていくよう、子どもから自

発的に表出する言葉や表現方法を汲み取って支援していきたい。 

 

 



５　指導と評価の計画（全６時間　本時３時間目／６時間） 

時

間 

学習課題　・学習内容 知・技 思 態 

１ 

２ 

各声部ごとに音程とリズムを理解する。 

・「時の旅人」を視聴し、曲全体の構造を捉える。 

・各声部に分かれて音程やリズムを理解しながら歌唱する。 

  

 

 

 

 

３ 

本

時 

各声部の役割について考え、その役割に応じた歌い方の工夫を考えて

共有する。 

・前時の学習を振り返り、よりよい合唱にするためにどのような工夫   

をすると良いか考える。 

・各声部に分かれて、自分たちが担当する声部の役割を分析したり、

　聴かせどころについて追究する。 

・各声部の役割や聴かせどころについて全体で共有し、曲全体の見通

　しをもつ。 

・次回、それぞれの声部の良さを発揮できるような表現の工夫を考え

　ることを理解し、振り返りをする。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 

５ 

６ 

各声部の役割を互いに理解し、曲にふさわしい表現の工夫を考えて歌

唱する。 

・各声部の特徴や役割を理解しながら合唱をする。 

・実際に合唱した様子を録画したものを視聴し、曲にふさわしい表現

　の工夫について全体で考えを共有する。 

・合唱をしながら、演奏の自己調整をし、本番に向けての演奏へつな

　げる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６　本時の学習 
(1) 目標 

　　各声部の役割について考え、様々な表現を試しながら、曲にふさわしい歌唱表現を創意工夫す　

　　る。（思考力、判断力、表現力等） 

(2) 展開　　　　　　　　　　 

主な学習場面と子どもの取組 目指す姿と取組を支える手立て 

１．前時の学習を振り返る。 

　・自分が担当するパートの音程やリズムを理解する

　　ことができた。 

　・Ｃの部分からのリズムの取り方が難しかったので

　　言葉のまとまりを考えながら歌ってみたい。 

　・他のパートの動きも理解しながら歌えるように 

　　なりたい。 

 

 

 

２．本時のめあてを理解する。 

 

 

 

３．各声部に分かれて、自分たちが担当する声部の役 

　　割を分析し、聴かせどころについて追究する。 

　・アルトパートは細かいリズムの動きをしているか　

・前回の授業で記入した振り返りを参考に

　しながら、ペアで共有するよう促す。 

・全体で「時の旅人」の合唱をし、前時ま

　での音程やリズムを確認できるようにす

　る。 

・全体合唱をした際に感じたことを共有　 

　し、特にうまくいかなかった点について

　考えることで、曲の中で各声部が最も複

　雑な動きをする箇所に着目できるように

　する。 

 

 

 

 

・追究する箇所は、各声部が異なる旋律で  

　歌われるＦに限定することで、より各声

　部の役割に着目できるようにする。 



　　ら、テンポが安定するように言葉を噛み締めなが 

　　ら丁寧に歌うと、アルトパートの旋律の良さが生 

　　かされると思う。 

　・ソプラノパートは、最初はアルトパートと同じリ 

　　ズムの細かい動きの旋律をしているが、途中から 

　　「ラララ」という旋律に変化していく。しかし、 

　　アルトパートの旋律の動きに寄り添いながら歌う 

　　ことができるため、それを聴きながら明るい声で 

　　歌うとソプラノパートの良さが生かされると思う。

　・男声パートは一貫してＥからの旋律を歌い続ける。

　　この旋律は、音の長さが長いため、大きなフレー 

　　ズのくくりで歌うと、男声の土台となる支える声 

　　につながるため、その良さを生かして歌うことが 

　　できる。 

 

４．各声部の役割や聴かせどころについて追究した内 

　　容を全体で共有する。 

 

 

 

５．Ｆを全体で合唱をする。 

　・授業の始めに歌ったときと比べて、他のパートの 

　　動きを聴きながら歌うことができた。 

　・どのパートもバランスよく聴こえるようになった 

　　ので、最初に合唱したときよりもスッキリした。 

 

 

 

 

 

 

６．次回、それぞれの声部の良さを発揮できるような

　　表現の工夫を考えることについて授業することを

　　理解し、振り返りをする。 

　・今日は自分のパートの旋律のよさを考え、そのよ

　　さを発揮できるように歌う工夫を考えることがで

　　きた。まだ完璧に歌える状態ではないので、もっ

　　と合唱をしながら、どのパートも引き立つように

　　工夫して歌いたい。 

　・他のパートの旋律の特徴を理解して歌ってみると

　　自然と自分のパートの歌い方も変化したように感

　　じた。もう少しお互いのパートについて、Ｆ以外

　　の部分についても工夫できることがないか考えて

　　みたい。 

・それぞれのグループが追究しやすいよう

　に、いくつかの部屋に分かれて活動する

　よう伝える。 

・曲全体の参考音源や各声部の音源を提示

　し、どのような表現をするとよいか、ICT

　機器やホワイドボードなどを自分たちで

　選択し、それらを活用して追究できるよ

　うにする。 

 

 

 

 

 

 

 

・発表した内容が学級全体で共有できるよ

　うにそれぞれの端末に楽譜を配信してお

　く。 

 

 

・自分たちの変容に気付くことができるよ

　うに、各声部の役割を理解したうえで合

　唱したときと、授業の冒頭で合唱したと

　きと、どのように変化があったか考える

　よう促す。 

 

 

 

 

 

 

・本時で学んだことを次回に生かせる振り

　返りをするよう伝える。 

・ふりかえりはICT端末に入力し、他者の振

　り返りも参照して次回以降の学習に生か

　すよう伝える。 

・振り返り中に授業の冒頭で歌った動画と

　、最後に歌った動画を電子黒板に表示し

　ておくことで、自分たちの演奏を比較し

　ながら振り返りしやすくする。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 



(3) 評価 

十分満足できると判断される状況 概ね満足できると判断される状況 支援を要する状況への手立て 

各声部の役割について、旋律・テ

クスチュア・構成を知覚し、それ

らの働きが生み出す特質や雰囲気

を感受しながら、知覚したことと

感受したこととの関わりについて

他の旋律と比較しながらグループ

で考え、曲にふさわしい表現方法

を実践している。 

 

各声部の役割について、旋律・テ

クスチュア・構成を知覚し、それ

らの働きが生み出す特質や雰囲気

を感受しながら、知覚したことと

感受したこととの関わりについて

グループで考え、曲にふさわしい

表現方法を工夫している。 

・自分の歌う声部の特徴を見

　つけることができない。 

　→自分の担当の声部の音源

　　を聴き、旋律の動きの変

　　化について図などで示す

　　よう促す。 

・曲にふさわしい表現方法が

　分からない。 

　→Ｆの強弱記号を確認した

　　り、参考音源を聴いたり

　　して曲の雰囲気を感じる

　　よう促す。 

 
 


